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ピューティング推進コンソーシアム（以下MCPCとする）は、本ドキュメントを使用した結果発生した損害、第三者
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2進数、10進数、16進数の表記方法： 
 2進数は小文字”b”を付加する。 (例： 10b) 

 2進数4桁以上は4桁ごとにスペースで区切る。 (例：1000 0101 0010b) 

 16進数は小文字”h”を付加する。(例：FFFFh and 80h)   

 その他の数字表記は10進数とする。 
 

キーワード  
 することができる 推奨または要求に自由な選択肢を示す。 
 してもよい 
 (may) 
 すべきである 必須ではないが強い推奨を示す。実施の際、必須ではないが考慮すべき。 
 (should) 
 しなければならない 必須要求を示す。接続性、仕様準拠のために必ず実施しなければならない。 

 (shall) 
 

アプリケーションノート 

ドキュメントに実施例を記載する場合は下記の通り記載すること: 

アプリケーションノート: 

 実施例記入 
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1. はじめに 
 

 本ドキュメントは、JASPARからインプットされた接続互換性の問題、及びMCPCにて実施した互換

性検証ワークショップにおいて抽出された接続互換性の問題について、原因とそれらを解決、あるい

は回避するための動作例を記載したものである。 
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2. 接続性の問題と議論内容 
 

No. 問題 解析/原因 回避例 

1 

Group Navigation コマンド

（FolderUp/Down）に対し

SUCCESS で応答し、何も機

能しない 

問題はサポートしていないものを

OKで返すこと。移動機上にサポ

ートしているアプリが 1つもない

のはおかしい。 

Play コマンドで実行可否が分らない

状況でも 100ms以内に OKを返す

のは仕方がなく、getPlayStatusで別

のステータスを見る等の工夫は可能

と考えられる。また、プリセットアプリ

ベースで動作可能な機能だけを

Enable とすること。 

2 

FastForward/Rewind の

Press/Stop の取り扱いがス

ペックに準拠していない 

長押しのときに2秒以内毎にコマ

ンドが出ていない問題。将来的に

はAVRCPの改定も検討すべきで

ある。 

現状AVRCPには記述がない。WPの

みにある。 

3 

PlayItem の Scope によって

動作する場合としない場合

がある 

NowPlayingのときに動かないケー

スと、VirtualFileSystemで動かな

いケースがある。実装の問題。 

 

規格準拠すること。 

4 

複数のプレイヤーを搭載し

ている AVRCP1.3 TG で、メ

タデータを取得するコマンド

がアクティブでないプレイヤ

ーに送られて動作しない 

最低限 A2DP を使っているのであ

れば、Play/Stop はストリーミング

の Status と合致した Statusを返

すこと。再生中ではない楽曲の情

報が表示されることがある。音が

ミキシングされているため、A2DP

の Status と合わせても必ずしも

適切な Status通知にならない可

能性がある。音をミキシングして

いる状態では、プレイヤーという

概念はなく、ストリーミングは

Openであるが音が出ないという

状態が発生し得る。 

AVRCP1.5以降を搭載することが望

ましい。 

5 

HFP の応答保留に対応して

いない AG に応答保留コマ

ンドを送信すると、OK を返

すが、着信を継続する。 

 

Androidの実装の問題。タイマー

で強制的に着信拒否している例も

ある。AT コマンドでエラーを返し

てほしいというのが HF側の希望

であるが、AG 側は応答保留のと

きは何を返せばいいのかよくわか

らないので OKを返していると考

えられる。 

現在の Androidの実装に依存してお

り、端末実装側で対応することが望

ましい。端末仕様(能力)に合致した

Statusを返すこと。 
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6 

PBAP、MAP のリスト件数取

得(MaxListCount=0 でリスト

を取得）に対して、0 件と応

答する 

スペック通りの実装になっていな

い。 

規格準拠すること。 

7 

AVRCP 1.4/1.5 で Control 

channel と Browsing channel

を間違えて送ってくることが

ある。 

実装問題。 規格準拠すること。 

8 

GetElementAttribute と

GetItemAttributeの両方

に対応している場合、

GetElementAttributeでも

取得できてもよいのでは？

現行仕様書では TG/CT とも

1.4以降では

GetItemAttributeを使用す

ることになっている。 

現状は GetElementAttributeでも

media element item，あるいは

folder item のメタデータを取得で

きる TGが多いが Spec通りに作

った TGが割を食うことになってし

まうため Specをもう少し柔軟にし

てもらってもよいと思う。 

本来、規格準拠すべきであるが、
AVRCP 1.4 以降であっても
GetElementAtttribute を使って
media element item，あるいは
folder itemのメタデータを取得
することにより回避できる。 
 

9 

SetAddressedPlayer に対応

していない。 

複数プレイヤー対応機器でも実

装しているものは少ない。 

AVRCP1.4 以降では TGの

Category-1または 3は Media 

Player Selectionが必須。 

10 
A2DP 接続前に AVRCP を

つないでくることがある。 

実装問題。 MPS参照して頂きたい。 

11 

AVRCP で TG と CT の両方

が接続要求してくることがあ

る。 

AVRCPの IOP Issueである。 

 

AVRCP の接続はどちらでも良い。 

シグナリングチャネルは INT側から

確立する。AVDTPのメディアチャネ

ルの確立は SRC側がするべき。基

本的にはどちらから Initiate しても良

い。 参考文献[3]参照 

12 

アルバム件数を取得しようと

すると、全曲件数が取得で

きてしまう。 

Total number of Tracksの解釈の

問題。 

規格準拠すること。 

 

13 

ネットラジオの時の仕様がち

ゃんと固まっていない。 

AVRCPの仕様に参照すべき記載

がない。 

規格化されてないため、AVRCPのメ

タデータのアサインを検討して実装

する必要がある。 

14 

Pause 中に曲送りしたときに

タイトルを取得できるものと

できないものがある。 

Pause して曲送り→トラックチェン

ジして曲名が取れない（スマホが

出さない）→アプリ実装問題 

規格準拠すること。 
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15 

Absolute Volume で CT と

TG のステップ数が違うこと

がある。 

CT と TGの volumeに関する仕

様、考え方が異なり、volumeのと

りえる値の範囲が異なる可能性

があることに注意。0x00の時だけ

mute。0x00よりも大きな値の場合

には音を出すべきと考えられる。 

あるデバイスの音量が 10段階であ

り、Absolute Volumeの 128段階に

割り当てる際に、例えば 0～9の

Absolute Volumeを 10段階の 0 と

割り当てると、値としては 0でないに

も関わらずミュートしてしまい、ユー

ザーを混乱させる可能性があるので

注意が必要である。 

16 

GeｔPlayStatus を毎秒出す

CT がある。 

再生時間の更新等の目的で情報

を取得しにくる。 

毎秒時間取得することは、TG の負

荷が高くなる、あるいは無線のトラフ

ィックの増加の弊害を引き起こすた

め、数秒間隔にすることが望ましい。 

 

17 

(AVRCP 1.3) 曲戻しを連続

した後、再生時間が 00:00

から更新されません。 

TGから CTに時間情報が正しく

送られているのか要調査。 

実装の問題の可能性有。 

18 

(PBAP) スマートフォン本体

に登録されているアドレスは

PHOTO タグが送信されてい

なかった。 

スマートフォンの実装の問題。 規格準拠すること。 

19 

(AVRCP 1.3) ワンセグの録

画コンテンツを再生時、

GetPlayStutas に対して常

に Paused を通知していた。 

音楽再生プレイヤーが再生状態

でなかったために、Pausedを通

知していたと考えられる。 

Foreground にいるカレントのアプリ

の Statusを返すこと。 

20 

(HFP) 着信割り込み時、ナ

ビにてアクティブの通話を終

話し、着信割り込み側と通

話した際、しばらくすると通

話音声がスマートフォン側に

移管される。 

スマートフォンの実装の問題。 規格準拠すること。 

21 

(AVRCP 1.3) Repeat・

Shuffle が設定できない 

実際にはサポートしていないコマ

ンドについてサポートできている

ように Capabilitiesを返してしまう

スマートフォンの実装の問題。 

スマートフォンの搭載機能に合致し

た Capabilityを返すこと。 

22 

(HFP) キャッチ応答時、Navi

より終話すると 2 個目と通

話を継続するが、Navi への

通知が終話となっている 

スマートフォンの実装の問題。 

本来 Call Waiting通知を出すとこ

ろが、終話(Call=0)が返る。 

規格準拠すること。 
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23 

(PBAP) 

電話帳全件転送を実行した

場合に、オーナー情報の

み、Photo データが付与さ

れ、その他の電話帳データ

には Photo データが存在し

なかった・ 

スマートフォンの実装の問題。 規格準拠すること。 

24 

(AVRCP1.3) 

早送り、巻き戻しを実行した

場合、ホストからの要求に対

して、応答は送信している

が、携帯側の状態は変わら

ない。 

早送り、巻き戻しにアプリが対応

していない。パススルーコマンドは

受信成功を持って Successを返

している。AVRCP1.3以降はでき

るはず。 

 

再生ステータスの変更を確認するこ

とを推奨とする。アプリの中に早送

り、巻き戻しに対応可能なアプリがな

い場合には Successを返すべきで

ない。 

25 

(AVRCP 1.3) 

【発生状態】 

携帯から早送り、巻き戻しを

実施後、ホストから再生時 

間取得 

【現象】 

シーク後の携帯の再生時間

と、ホストが取得した再生 

時間が一致しない。 

SNKか SRCかはこれだけではわ

からない。SNKだとすると、FF/FR

後の PlayStatusを取得していな

い可能性あり。SRCだとすると、

FF/FR 後の再生時間を正しく返

せていない可能性あり。ログをみ

ればわかるかも。 

規格準拠すること。 

26 

(MAP)  

SetStatus コマンドで unread

を実行するが、unread にな

らない。 

MAP SetStatusコマンドでunread

を実行するが、スマートフォン側

のステータスがunreadにならな

い。コマンドはサポートしているの

で、ステータスが変更できるはず

である。ステータスが変更できな

いのあれば、Successを応答すべ

きでない。スマートフォンの実装の

問題 

Successを返す以上はステータスを

変更すべき。車載機側はステータス

が変更できない可能性があるため、

適宜ステータスを確認すべきであ

る。 

27 

(MAP)  

UpdateInbox コマンドを実行

するとエラーが返る。 

スマートフォンの実装の問題。 規格準拠すること。 

28 

(MAP)  

SetStatus コマンドで delete

後、undelete に失敗する。 

アプリの実装次第。deleteでごみ

箱に移っても、undeleteで戻せる

べきだが、戻らないことがあった。 

規格準拠すること。 
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29 

(AVRCP 1.3) スマホ側のプ

レイヤーが変わったときに

GetPlayStatus の値が元の

プレイヤーのものがきてしま

うため Pause が継続する。

CT 側としてはこのステータ

スをみて Play/Pause を投げ

分けるので問題である。 

スマートフォンの実装の問題。 AVRCP1.5 以降をサポートし、プレイ

ヤーごとの状態を取得することを推

奨とする。 

AVRCP1.4 対応プレイヤーであって

も、ダウンロードした音楽アプリが

AVRCP1.4 非対応の場合がある。 

30 

ConferenceCall 未契約SIM

だったが、AT+CHLD=3を 

Navi側から実行した後、OK

を携帯電話側が返してき 

た。しかし、呼が変化しない

ため、Navi 側では

Conference Call になるのを

待ってしまう現象が発生。 

呼が変化しない場合の対処が不

足している。 

規格準拠すること。 

31 

 

送信メッセージのネットワー

クへの送信成功通知 

(SendingSuccess）が通知さ

れない（SMS/EMAILの両

方） 

Bluetooth部分の実装問題？ 規格準拠すること。 

32 

送信メッセージのネットワー

クへの送信失敗通知 

(SendingFailure）が通知され

ない（SMS/EMAILの両方） 

Bluetooth部分の実装問題 規格準拠すること。 

33 

Mobile phone side will link 

loss. It does not response 

to carkit. 

Supervision Time Outの設定で切

れやすくなる可能性もある。車載

のガイドラインに推奨値が記載さ

れているが 5sなので、切れやす

い。通話中は 5s、それ以外は 20s

にすればいいのでは？ 

ガイドラインの見直しは必要かもしれ

ない。 

34 

Voice Dial終了後、HFから

BVRA=0が送信されてこな

い 

HF側でVoiceDialに紐づけられて

いた全てのAppを閉じることで

BVRA=0が送信されてきた。HF側

の問題。 

規格準拠すること。 



©Copyright 2017 Mobile Computing Promotion Consortium (MCPC) 

MCPC TR-025 Implementation guidelines for Bluetooth Interoperability Issues Version 1.00 
 

 
11 

35 

Pause中の曲名を取得でき

ないものがある。 

Pause して曲送り→トラックチェン

ジして曲名が取れない（スマホが

出さない）→アプリ実装問題 

規格準拠すること。 

36 

au/Verizon/Sprint等CDMA

系のキャリアで、CallWaiting

の動作がBTの要求コマンド

通りに動いてくれない。 

CDMAは端末で呼の状態を管理

することができないことが原因。 

 

規格準拠すること。 

37 

Bluetooth Audio再生中OPP

での電話帳転送を行うと、

急に電話帳の転送レートが

極端に低下する。放置して

いると１０００件の電話帳デ

ータ送信に20分以上掛かる

（Sniffモード等に問題あ

る）。 

端末の実装の問題と考えられる。

A2DP と OPPの競合動作の問題

と考えられる。 

 

A2DP によるオーディオデータの転

送と OPPによる電話帳データの転

送を競合させないことが望ましい。 

38 

AVRCP1.3に対応している

のに曲名がNo titleとして送

信される 

プレイヤーのアプリケーションと

AVRCPの対応ができていないケ

ースが多い。特にデフォルトプレイ

ヤー以外のアプリを使用する場合

に見られる。 

規格準拠すること。 

39 

4G(LTE)対応してから、電界

強度の送信方法がメーカに

よって異なっている。 

移動機でピクト表示している強度

と同じ数値が受信できない。 

ピクト表示している電波強度と同じ数

値を送ること。 

 

40 

Android、iOS 

ナビからPBAP/MAP接続を

要求した際、携帯電話側に

接続確認ポップアップが表

示され、携帯電話操作で許

可/拒否選択するまでの

間、接続要求に対する応答

がない。 

携帯電話側の仕様による。

RFCOMM接続後、

OBEX_CONNECT コマンド送信に

対して応答がない。 

デフォルト設定の変更、「常に許可」

に設定することを推奨とする。 
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41 

Android 

携帯電話に複数の電話アプ

リケーションをインストールし

ている場合、ナビから発信

操作を行った際、携帯電話

側に使用するアプリケーショ

ン選択画面が表示され、携

帯電話操作でアプリケーショ

ン選択するまでの間、発信

要求に対する応答がない。 

(例えば、電話アプリとして

Skype 等を使用する場合) 

携帯電話側の仕様による。ATD

に対して応答がない。ユーザーが

携帯電話操作で「常にこのアプリ

ケーションを使用」の設定すること

で、回避される。 

 

ユーザーが携帯電話操作で「常にこ

のアプリケーションを使用」の設定す

ることで、回避できる。 

42 

iOS 

AVRCP1.4 対応デバイスに

対して、Bluetooth Audio 再

生曲情報取得している状態

でプレイヤー変更すると、そ

のプレイヤーで再生されて

いる曲の曲情報が表示され

ない。 

デバイスは Browsingに対応して

いるが、Player(アプリケーション)

が Browsingに対応していないた

め、GetItemAttributeValue が失

敗している。 

プレイヤーの Supported Featuresで

確認し、Browsing対応/非対応で

GetItemAttribute と

GetElementAttribute を切り替える。 

43 

車載機からの応答保留が効

かない。 

スマートフォンの実装仕様。 応答保留に対応していないのであれ

ば、車載機からの要求にエラーを返

すことが望ましい。 

44 

iOS 

車載からメッセージ削除要

求すると OK 応答するが、削

除しない(Delete フォルダへ

移動しない)。 

スマートフォンの実装仕様。 削除要求に対して実装通りに実装す

ること。 

45 

AT+CHLD=?に対して、携帯

側から 1,1x,2,2x,3,4 を応答

するが、ナビから

AT+CHLD=2 コマンド送信す

ると CME ERROR:0 を応答

する。 

スマートフォンの実装仕様。 規格準拠すること。 
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46 

Bluetooth SDP 応答の

SupportedRepositories の

bit1(SIMcard)に 1 が設定さ

れているにも関わらず、SIM

の OCH/ICH/MCH/CCH が

取得出来ない(エラー応答

Not Acceptable)。もしエラー

コードを応答する実装仕様と

するならば、、PBAP 仕様書

の Table 6.4 に基づき、SIM

カード内にファイルがない理

由としてエラーコードを

NotAcceptable を応答する

ではなく、Not Found を通知

すべき。 

スマートフォンの実装仕様。 

「ファイルが無い為にエラーとなっ

ているが、フォルダへのアクセス

はできるので対応となっていると

考えられる。このケースでは「Not 

Found」を返すのが適切だと考え

られる。 

規格準拠すること。 

47 

Bluetooth  MAP の送信機

能に関して、PushMessage

でメッセージ送信を行うと、

OK 応答が応答されるが、そ

の後携帯端末から event 

type:"SendingFailure" を受

信。結果的に送信に失敗。 

スマートフォンの実装仕様。 規格準拠すること。 

48 

P-03E 保留呼、通話呼が

存 在 す る 状 態 で 、

AT+CHLD=1 を送信したとこ

ろ、"No call is active","Call 

on hold, no active call"の

+CIEV を受信し、Active 呼

が存在しないという状態を受

信した。しかし、携帯端末

(P-03E)の画面は通話中に

なっており、呼が存在してお

り、内部状態もしくは通知内

容が間違っている。 

本事象の原因は、Bluetooth 機器

に通話状態=IDLE を出力する箇

所で第 2 呼が残っている場合も

通過する箇所であるのにもかか

わらず、一律 IDLE を出力するよ

うになっていたためと考えられる。 

規格準拠規格通りに実装すること。 
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49 

不在着信の未読アイコン表

示しているにもかかわらず、

PBAP 不在着信の未読件数

が取得できない

(NewMissedCalls=0 を通

知)。 

PBAP1.0仕様(It indicates the 

number of missed calls that have 

not been checked on the PSE at 

the point of the request.)に違反し

ていると思われる。PBAP1.2にな

ると更に強い要求となっており、

PBAP1.2対応したら改善される可

能性あり。(It shall indicate the 

number of undismissed missed 

calls on the PSE at the point of 

the request.) 

ある機種は PBAP接続後に未読ア

イコンが発生した場合は、

NewMissedCalls=1を通知してくる。

他の機種では PBAP接続前後、両

方のケースで通知しない。 

 

 

50 

携帯電話側の電話帳でグル

ープ設定すると、グループに

含めた電話帳データが転送

されない。 

スマートフォンの実装依存 規格準拠すること。 

51 

MAP で e-mail のアカウント

が通知されない 

※「MAP MAS-iOS」以外の

アカウント通知がない。 

スマートフォンの実装依存 規格準拠すること。 

52 

携帯電話側の電話帳に登

録がある相手から SMS をう

けた場合、MAP の

sender_addressing として電

話番号ではなくコンタクト名

を通知してくる。 

スマートフォンの実装依存 規格準拠すること。 

53 

MAP にて「send」フォルダ内

のメッセージを要求すると

"sender_name"および

"sender_addressing"が空で

通知される。 

スマートフォンの実装依存 規格準拠装すること。 

54 

LTE 圏内の場合、電話機か

ら電波強度(+CIEV イベント)

が"0"で通知される。 

スマートフォンの実装依存。 規格準拠すること。 
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55 

HFP 接続直後に電波強度

(+CIEV イベント)が"5"で通

知され、その後電話機から

電波強度の変化を通知して

こない。 

スマートフォンの実装依存。 規格準拠すること。 

56 

車載器が他のデバイスと

HFP 接続中に、車載器から

対象デバイスに A2DP 接続

操作を行った場合、A2DP

接続後に電話機から HFP

接続してくるが、HFP 接続に

失敗した場合、A2DP も切断

されることがある。 

スマートフォンの実装依存。 規格準拠すること。 

57 

電話機のバックライト消灯中

に、ハンズフリー着信→終

話した後、PAN 通信できな

い。電話機のバックライトを

点灯させると取得可能にな

る。 

スマートフォンの実装依存。 規格準拠すること。 

58 

電話機の電源を圏外で ON

し、ナビに接続後、圏内復帰

しても PAN データ通信が行

えない。ナビから iPhone に

対して IP の取得要求を発行

しているが、応答が無い。圏

内復帰してしばらく待つと自

動復帰する。 

スマートフォンの実装依存。 規格準拠すること。 

59 

AV 機器側で一度も音楽再

生していない場合、機器登

録後ナビも AV 機器も BT オ

ーディオ再生中状態になる

が、Stream Start 状態にな

らならず、車載器から再生

音が聞こえない。 

スマートフォンの実装依存。 規格準拠すること。 

60 

携帯操作で FF/REW をする

と PlayStatus が Play のまま

となる。通知もなく取得に行

っても PLAY のままとなる。 

スマートフォンの実装依存。 規格準拠すること。 
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61 

MAP にてフォルダリストを複

数回に分けて取得するため

にオフセット指定で取得する

と、先頭からの取得以外は

listSize が 0 で応答され、取

得が出来ない。オフセット指

定せずに全件取得を行えば

取得可能ではあるが、表示

可能な分のみ取得という方

法が取れない。 

スマートフォンの実装依存。 規格準拠すること。 

62 

PBAP のブラウズで履歴に

対して電話番号を指定した

検索を行うと検索結果と一

致したデータではなく、全デ

ータが取得される（検索を指

定しない場合と同じ挙動とな

る） 

スマートフォンの実装依存。 規格準拠すること。 

63 

PBAP のブラウズで電話番

号を指定して検索を行っても

正しい結果が得られず、検

索指定した番号と異なる電

話帳の情報が応答される。 

スマートフォンの実装依存。 規格準拠すること。 

64 

PBAP のブラウズで電話番

号を指定してのサーチを行

うと応答が得られず、その後

携帯の BT を OFF→ON す

るまで BT が動作しなくな

る。 

スマートフォンの実装依存。 規格準拠すること。 

65 

携帯操作で音声認識を起動

しても+BVRA が通知されな

い為、車載機側は音声認識

中かどうかを判断できない。 

スマートフォンの実装依存。 規格準拠すること。 

66 

AVRCP で TrackNo が再生

している曲によらず常に一

定の値である。 

AVRCP1.3サポートの場合に、複

数プレイヤーを管理ができないた

めに発生する問題。 

AVRCP1.5 以降のサポートを推奨す

る。 

67 

Siri 使用中に、AV 接続を維

持したまま HFP 接続のみ切

断すると、HFP を再接続後

に SCO の音声接続ができ

なくなる。 

スマートフォンの実装依存。 規格準拠の実装をすること。 
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68 

Handsfree発着信時、Photo

が表示されない。 

スマートフォンの実装依存。 規格準拠すること。 

70 

車載機で BT接続機器が切

り替わらない場合がある 

PBAP接続要求の結果が遅れて

いる理由は、携帯電話側で電話

帳アクセス許可拒否をユーザー

に求めている状態にいるため。

Android携帯側で一度も PBAP接

続を許可していないか、許可した

ときに「常に許可する」旨のチェッ

クを外している場合発生。 

デフォルト設定を「常に許可」と変更

することが望ましい。 

 

71 

曲が切り替わるタイミングで

有線接続から Bluetoothオ

ーディオに切替えると、音声

は次の曲が再生されるが曲

情報は切替前の曲のものが

表示される 

スマートフォンの実装依存。 規格準拠すること。 
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